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１ ．【当中間期決算に関する定性的情報】 

 

(１)【経営成績に関する説明】 

当中間連結会計期間の損益状況につきましては、以下のとおりとなりました。 

経常収益は、有価証券利息配当金の増加等により前年同期比86億63百万円増加し、777億9百万円となりました。 

経常費用は、国債等債券売却損の増加等により、前年同期比26億92百万円増加し、603億26百万円となりました。 

以上の結果、経常利益は前年同期比59億71百万円増加し、173億82百万円となりました。また、親会社株主に帰属する

中間純利益は前年同期比47億58百万円増加し、123億70百万円となりました。 

 

(２)【財政状態に関する説明】 

当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比7,001億円減少し、9兆9,701億円となりました。また、純資産は

前連結会計年度末比300億円減少し、4,035億円となりました。 

   主要勘定の残高につきましては、預金は前連結会計年度末比67億円減少し、8兆2,007億円となりました。また、譲渡性預

金は前連結会計年度末比513億円減少し、1,820億円となりました。 

   貸出金は、前連結会計年度末比700億円増加し、5兆1,841億円となりました。 

   有価証券は、前連結会計年度末比98億円減少し、2兆4,913億円となりました。 

 

(３)【業績予想に関する説明】 

当中間連結会計期間における親会社株主に帰属する中間純利益は、2022年5月13日公表の2023年3月期通期業績予

想対比で約74％の進捗率となっておりますが、新型コロナウイルス影響の長期化に加え、商品価格の高騰等を背景とした世界

的なインフレ率の高まりや、インフレ抑制に向けた欧米での金融引き締めなど、今後の社会経済情勢および金融市場動向等が

不透明であることから、2023年3月期の通期の業績予想値につきましては変更しておりません。 
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（4） 【中間連結財務諸表に関する注記事項】 

（継続企業の前提に関する注記） 

    該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

＜時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用＞ 

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会計基準適用

指針」という。）を当中間連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に定める経過的な取扱いに従

って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。 

これによる当中間連結財務諸表への影響はありません。 

 

（追加情報） 

＜新型コロナウイルス感染症の影響＞ 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、経済、企業活動に長期に渡って広範な影響を与えている事象であり、その影響は

引き続き今後一定期間継続するものと想定しております。 

一部の貸出先については、業績や資金繰りの悪化等の影響を受けており、貸倒等の損失が発生しておりますが、取引先の経

営改善・事業再生支援活動に引き続き当社グループの総力を挙げて取り組むほか、各種経済対策などによる信用悪化の抑制

効果も見込まれることから、債務者区分等への大きな影響はないとの仮定を置いております。また足元の業績悪化の状況を可能

な限り速やかに債務者区分判定に勘案する態勢としていることから、貸倒引当金の見積方法の変更等は実施しておりません。 

ただし、新型コロナウイルス感染症の影響を含む経済環境の大幅な変化など、当初見積りに用いた仮定が変化した場合には、

「債務者区分」や担保の処分可能見込額等が変動する可能性があり、連結財務諸表における貸倒引当金に重要な影響を及ぼ

す可能性があります。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定について、前連結会計年度の有価証券報告書における（重要な会計上

の見積り）に記載した内容から重要な変更はありません。 

 

  （重要な後発事象） 

当社は、2022 年 10 月に当社の連結子会社である第四ジェーシービーカード株式会社、第四ディーシーカード株式会社、北越カ

ード株式会社及び第四コンピューターサービス株式会社の資本構成を見直し、当社が各社の株式を直接保有する完全子会社とし

ております。 

   当該株式取得の概要は以下のとおりであります。 

 

１．現物配当による子会社株式の取得 

(1)取引の概要 

  ①結合当事企業の名称及びその事業内容 

結合当事企業の名称 事業の内容 

第四ジェーシービーカード株式会社 クレジットカード業務・信用保証業務 

第四ディーシーカード株式会社 クレジットカード業務 

北越カード株式会社 クレジットカード業務・信用保証業務 

第四コンピューターサービス株式会社 コンピューター関連業務 

   ②企業結合日 

結合当事企業の名称 企業結合日 

第四ジェーシービーカード株式会社 2022年10月5日 

第四ディーシーカード株式会社 2022年10月7日 

北越カード株式会社 2022年10月5日 

第四コンピューターサービス株式会社 2022年10月3日 

  ③企業結合の法的形式 

連結子会社からの現物配当 

  ④結合後企業の名称 

結合後企業の名称に変更はありません。 

  ⑤その他取引の概要に関する事項 

グループ会社の再編等による事業の深化と規制緩和等を踏まえた新たな事業領域の探索を図るとともに、グループ会社機能の

最大限の活用とグループ内連携の強化によって、地域経済への一層の貢献と当社連結利益の最大化を実現することを目的とす

るものです。 

 

 (2)実施した会計処理の概要 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 2019 年 1 月 16 日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準

に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号2019年1月16日）に基づき、共通支配下の取引等として処理しております。 
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２．連結子会社による自己株式の取得 

(1)取引の概要 

  ①結合当事企業の名称及びその事業内容 

結合当事企業の名称 事業の内容 

第四ジェーシービーカード株式会社 クレジットカード業務・信用保証業務 

第四コンピューターサービス株式会社 コンピューター関連業務 

   ②企業結合日 

結合当事企業の名称 企業結合日 

第四ジェーシービーカード株式会社 2022年10月5日 

第四コンピューターサービス株式会社 2022年10月3日 

  ③企業結合の法的形式 

   連結子会社による非支配株主からの自己株式取得 

  ④結合後企業の名称 

結合後企業の名称に変更はありません。 

  ⑤その他取引の概要に関する事項 

   本株式取得の目的については、上記１．(1)⑤「その他取引の概要に関する事項」に記載のとおりであります。 

 

(2)実施した会計処理の概要 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 2019 年 1 月 16 日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準

に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号2019年1月16日）に基づき、共通支配下の取引等のうち、非支配株主との

取引として処理しております。 

 

(3)連結子会社による自己株式の取得に関する事項 

  ①第四ジェーシービーカード株式会社 

   取得の対価  現金預け金    680百万円 

   取得原価                 680百万円 

  ②第四コンピューターサービス株式会社 

   取得の対価  現金預け金   302百万円  

   取得原価                302百万円 

 

(4)非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項 

    ①資本剰余金の主な変動要因 

      連結子会社による自己株式の取得 

    ②非支配株主との取引によって増加した資本剰余金の金額 

      3,792百万円 

 

３．当社による子会社株式の取得 

(1)取引の概要 

  ①結合当事企業の名称及びその事業内容 

結合当事企業の名称 事業の内容 

第四ディーシーカード株式会社 クレジットカード業務 

   ②企業結合日 

結合当事企業の名称 企業結合日 

第四ディーシーカード株式会社 2022年10月7日 

  ③企業結合の法的形式 

    非支配株主からの株式取得 

  ④結合後企業の名称 

結合後企業の名称に変更はありません。 

  ⑤その他取引の概要に関する事項 

    本株式取得の目的については、上記１．(1)⑤「その他取引の概要に関する事項」に記載のとおりであります。 

 

(2)実施した会計処理の概要 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 2019 年 1 月 16 日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準

に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号2019年1月16日）に基づき、共通支配下の取引等のうち、非支配株主との

取引として処理しております。 
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(3)子会社株式の追加取得に関する事項 

  第四ディーシーカード株式会社 

   取得の対価  現金預け金      67百万円  

   取得原価                             67百万円 

  

(4)非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項 

  ①資本剰余金の主な変動要因 

     子会社株式の追加取得 

  ②非支配株主との取引によって増加した資本剰余金の金額 

     323百万円 
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